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　2008年度は「人に視点を置いた経営」～人（従業員）が活かされる環境づくりへ
の第一歩～ と位置づけ、活動してきました。まずは、従業員が自分の力を存分に発揮
できる場を提供し、本人がそれを実感できる環境をつくることが重要だと思います。
グループ会社の隅々に至るまで人に目を向けることから始め、人材の育成や有効
活用を図るための仕組みづくりを、継続的に進めていきます。2008年度は人材育
成の観点から、各社において将来的に経営の担い手として期待される人材を選出
し、事業会社を跨ぐローテーションを実施いたしました。

（名）
※全社（共通）：特定のセグメントに区分できない管理部門に
　　　　　　　所属している従業員

（注）各社の公共職業安定所あて報告状況
〈2008年6月1日現在〉をもとに集計

事業セグメント別従業員数
（2009年3月31日現在）

採用状況 （グループ主要17社）

■ 国内（8,941名）　■ 海外（10,861名）
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社会とシチズン

 

多様性の尊重
　
●グループ方針

　シチズングループは従業員一人ひ
とりを尊重し、多様性を認め、活かせる
環境をつくることが経営の責務である
と考えています。

●採用活動と正社員への登用

　シチズングループ各社は中長期的
視野に立った、定期的な新卒採用や即
戦力としてのキャリア採用を実施して
います。また、有期雇用の契約社員を
本人のやる気や能力などにより、定期
的に正社員へ登用しています。雇用に
あたっては、一人ひとりの能力・適性・
意欲を重視して、機会の均等と多様性
の確保に努めています。

●障がい者雇用の促進

　「ともに働く」を基本方針に、障がい
者雇用に積極的に取り組んでいます。
2008年度の雇用率は、法令に基づく
届出（6月1日現在）では前年度を下回
りましたが、その後の採用活動を通じ
て2009年3月末時点では前年並みま
で改善しました。今後も引き続き雇用
拡大、職域拡大に努めていきます。

従業員とシチズン

購買の基本的な考え方

●お取引先との相互の信頼関係
　構築をめざして

　シチズングループは、より良い製品
をつくるために、ビジネスパートナー
であるお取引先とともに発展・成長す
ることをめざしています。
　資材・サービスの調達活動にあたっ
ては、各種法令を遵守するとともに、お
取引先とのより公正で透明な取引と相
互信頼関係の構築を進めています。
　2007年度の純粋持株会社体制移行
に伴い、各事業会社では調達機能を強
化する体制を整え、お取引先との対話を
積極的に行うなど、より緊密な連携体制
づくりを進めています。2008年度は、グ
ループ各社のお取引情報を一元化した
「シチズングループお取引先データベー
ス」の構築に着手するなど、よりグループ
会社間の連携強化を推進しています。

●CSR調達
　シチズングループは、「シチズング
ループ企業行動憲章」および「国連グ
ローバル・コンパクト」の精神に基づ
き、法令遵守や環境・人権への配慮な
ど、CSRを積極的に推進するお取引
先と強固なパートナーシップを構築し
たいと考えています。

グループ各社の取り組み

●シチズンセイミツの取り組み　
　シチズンセイミツでは、商取引に関
係する下請法、安全保障貿易関連法
令を遵守し、お取引先との健全な関係
を維持するため、年1回の内部監査を
実施しています。今後も引き続き従業
員への法令周知の徹底を進め、お取
引先と相互信頼のパートナーとしての
関係づくりに努めていきます。

●シチズンマシナリーの取り組み
　シチズンマシナリーでは、より良い
パートナー関係を築くために、定期的
にお取引先への会社方針説明会を
実施し、情報共有を行っています。　
　2008年度は、市場動向・品質・
リードタイムなどについて活発な意
見交換を実施しました。2009年度上
期には、「購買発注管理規程」や「取引
業者選定規程」を見直し、経営理念の
徹底・強化を進めていきます。

お取引先とシチズン

　シチズン時計の総務部購買課は、時計用の直接材
料・電子部品および間接材料などの調達を行ってい
ます。お客様に満足いただける製品や商品をつくる
ためには、新素材や新機能の開発・安定供給・品質管
理が極めて重要であり、そのためにはお取引先との
協力関係が欠かせません。
　お取引先と良好な信頼関係を築く上では、コミュ
ニケーションが最も大切です。重要なパートナーとし

芳野  淳 
シチズン時計
総務部  購買課  課長
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障がい者雇用状況 （グループ主要17社）

1.58％
2008年度

1.64％
2007年度

　シチズングループはお取引先との関係を重要視して、常に良好な関係を築くべ
く努力するとともに、相互に切磋琢磨しながら成長するビジネスパートナーであり
たいと願っています。そのため、シチズングループ各社では、お取引先との日常的な
対話を通じて自社の方針をお伝えするとともに、お取引先からは購入資材に関する
市場動向・品質・価格・デリバリーに関する改善提案をいただき、双方が共通の認識
に立った資材購買取引ができる環境づくりに取り組んでいます。さらに「グループ下
請取引適正化委員会」を設置し、定期的な教育や監査を行い、積極的に下請法を遵
守しています。

全社（共通）※

電子デバイス
事業

電子機器製品
事業

産業用機械
事業

その他の事業

お取引先への会社方針説明会

お取引先とのコミュニケーション

 木野  晴夫
シチズンビジネスエキスパート
取締役

柿島　雄
シチズンホールディングス
取締役

V o i c e

て、日常業務での対話（情報交換）や、キーパーツ
となる材料・部品の定期的な技術・品質ミーティン
グを設け、共通の目標のもとに、お取引先との相互
理解、より良い関係づくりに努めています。

事例紹介 シチズン時計

社内コミュニケーションの充実
　シチズン時計の技術開発本部では、
年度方針として風土改革・人材育成を
掲げ、その一環として、コミュニケー
ション強化による総合力の発揮を重点
実施項目としています。大きな組織な
ので、①日頃の業務のなかでは全員と
のコミュニケーションをとるのが難し
いこと、②部門の枠を超えた従業員同
士の交流が少ないことが課題として
ありました。
　これらを解決するため、本部長、副本
部長と従業員との昼食会を毎月2～3回
継続して行っています。一度食事をとも
にすることで、社内で会った時に自然と
挨拶が交わされ、いろいろな相談ができ
る雰囲気になりました。若年層からは、
「緊張する昼食会でしたが、本部長や副
本部長と初めて会話ができて人柄がわ
かりました」「他部門の人の話を聞く機会
になった」との感想が寄せられています。
全従業員参加ができるよう、今後も昼
食会を継続していきます。

昼食会の様子

雇用率


